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世
界
戦
争
を
ゼ
ネ
ス
ト
で
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
革
命
に
転
化
せ
よ
！

こ
の
実
現
の
核
心
が
、
動
労
総
連
合

の
全
国
拠
点
建
設
と
反
軍
闘
争
の
前
進

を
両
輪
と
す
る
地
区
党
建
設
の
強
化
、

拡
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
全
戦
線

と
労
働
者
階
級
人
民
が
求
め
る
課
題
に

応
え
る
能
力
あ
る
地
区
党
と
戦
線
強
化

へ
の
飛
躍
で
あ
る
。
地
区
党
建
設
と
反

軍
工
作
は
、
革
命
党
の
綱
領
に
依
拠
し
、

党
の
時
代
認
識
と
路
線
、
党
の
革
命
戦

略
・
戦
術
と
組
織
原
則
か
ら
出
発
す
る

場
合
に
の
み
正
し
く
発
展
す
る
。

１
９
０
５
年
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命

（
モ
ス
ク
ワ
蜂
起
）
に
失
敗
し
た
ボ
リ

シ
ェ
ビ
ィ
キ
は
、
以
降
、
職
場
権
力
の

奪
取
と
軍
隊
工
作
を
強
化
し
、
兵
士
の

決
起
を
労
働
者
階
級
の
職
場
権
力
の
奪

取
・
ゼ
ネ
ス
ト
、
蜂
起
と
結
合
さ
せ
る

と
い
う
闘
い
を
粘
り
強
く
推
し
進
め
た
。

孤
立
し
た
行
動
は
失
敗
を
運
命
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
05
年
革
命
当
時
、
ボ
リ
シ
ェ

ビ
ィ
キ
は
未
だ
労
働
者
階
級
と
軍
隊
と

の
結
び
つ
き
が
弱
か
っ
た
。
こ
の
弱
さ

の
原
因
の
ひ
と
つ
は
党
の
力
の
不
足
に

あ
っ
た
。
要
す
る
に
当
時
、
大
部
分
が

農
民
か
ら
成
る
兵
士
に
近
づ
く
能
力
が

不
足
し
て
い
た
。
だ
が
モ
ス
ク
ワ
ボ
リ

シ
ェ
ビ
ィ
キ
は
弱
さ
を
抱
え
な
が
ら
も

党
の
反
軍
工
作
の
事
業
に
貢
献
し
て
い

た
。
そ
の
経
験
は
偉
大
な
教
訓
と
し
て

失
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
教
訓
は
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ィ
キ
に
よ
っ

て
１
９
１
７
年
の
２
月
革
命
の
時
期
に

生
か
さ
れ
た
。
こ
の
教
訓
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
10
月
ロ
シ
ア
革
命
の
準
備
お

よ
び
遂
行
の
全
時
期
に
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ィ

キ
は
ツ
ア
ー
の
軍
隊
の
兵
士
を
獲
得
で

き
た
の
で
あ
る
。
戦
争
に
反
対
す
る
兵

士
は
隊
内
か
ら
、
塹
壕
か
ら
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
と
団
結
し
、
17
年
ロ
シ
ア
革

命
を
勝
利
に
導
く

革
命
勢
力
と
し
て

登
場
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
者
階
級
・
兵
士
の
団
結
で

革
命
に
勝
利
し
よ
う

革
命
は
帝
国
主
義
国
家
権
力
に
対
す

る
武
力
闘
争
で
あ
る
。
い
か
な
る
国
に

お
い
て
も
、
警
察
権
力
と
の
闘
い
を
貫

徹
し
な
が
ら
、
軍
隊
―
兵
士
に
対
す
る

人
間
解
放
＝
共
産
主
義
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
の
宣
伝
・
扇
動
、
隊
内
非
合
法
党

細
胞
建
設
の
闘
い
と
拠
点
建
設
ー
ゼ
ネ

ス
ト
を
一
体
的
に
推
進
し
、
帝
国
主
義

軍
隊
を
ゼ
ネ
・
ス
ト
で
包
囲
し
、
激
突

を
経
な
が
ら
兵
士
の
意
思
を
く
じ
き
兵

士
を
労
働
者
階
級
人
民
の
闘
い
に
結
合

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
労
働
者
階
級
と

兵
士
が
階
級
的
に
団
結
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
武
装
蜂
起
は
暴
力
革
命
と
し
て
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独

裁
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

17
年
２
月
革
命
の
特
徴
は
、
軍
隊
が

蜂
起
し
た
労
働
者
の
側
に
、
同
盟
軍
と

し
て
大
量
の
兵
士
が
個
々
に
、
ま
た
部

隊
ご
と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
革
命
の
勝
利
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
と
兵
士
大
衆
と
い
う
二
つ
の
武
装
勢

力
が
結
合
し
、
そ
の
結
果
、
ツ
ア
ー
リ

ズ
ム
を
打
倒
し
た
。
こ
れ
は
、
１
９
０

５
～
７
年
革
命
の
主
要
な
ひ
と
つ
の
弱

点
、
つ
ま
り
、
当
時
の
労
働
者
と
軍
隊
・

兵
士
の
圧
倒
的
多
数
が
、
ま
だ
、
バ
リ

ケ
ー
ド
を
隔
て
な
が
ら
流
血
の
対
峙
を

し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
、
ボ
リ
シ
ェ

ビ
ィ
キ
党
の
職
場
権
力
の
奪
取
と
軍
隊

工
作
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
、
労
働
者
と

兵
士
が
団
結
し
、
敵
支
配
階
級
に
向
け

て
と
も
に
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

17
年
２
～
３
月
蜂
起
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
ロ
シ
ア
第
一
次

革
命
の
時
期
と
同
様
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
で
あ
り
、
革
命
の
出
発
点
に
な
っ
た

の
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
労
働
者
の
政
治

的
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
決
起
で
あ
る
。
後
に

こ
の
決
起
に
各
部
隊
が
結
合
し
て
い
っ

た
。
１
９
１
７
年
初
頭
、
ロ
シ
ア
全
土

が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
注
目
し
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
全
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
が

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
闘
い
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
、
兵
士
が
革
命
の
側
に
移
行
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
軍
隊
が
支
配
階
級

の
「
暴
力
装
置
」
と
し
て
反
革
命
的
行

動
を
開
始
す
る
の
か
、
ま
さ
に
革
命
の

成
否
が
兵
士
の
立
場
に
規
定
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ィ
キ
の
軍
隊
工

作
の
成
果
が
、
こ
の
２
月
革
命
の
な
か

に
見
事
に
現
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
武

器
を
持
た
な
い

40
万
人
の
労
働
者
が
、

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
郊
外
に
配
置
さ
れ
た

26
万
人
の
兵
士
の
う
ち
の

20
万
人
と
と

も
に
、
肩
を
並
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

17
年
ロ
シ
ア
革
命
の
勝
利
は
、
す
で
に
、

こ
の
時
点
で
決
し
て
い
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

了
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２
０
１
６
年
は
年
頭
か
ら
世
界
史
を

か
え
る
大
激
動
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

大
激
動
情
勢
は
、
「
世
界
戦
争
か
」

「
世
界
革
命
か
」
を
例
外
な
く
全
労
働

者
階
級
人
民
に
選
択
を
求
め
て
い
る
。

世
界
戦
争
と
は
世
界
核
戦
争
だ
。

世
界
大
恐
慌
は
本
格
的
全
面
的
に
激

化
し
て
い
る
。
07
年
パ
リ
バ
、
08
年
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ク
に
発
す
る
世
界
恐
慌
は
、

中
国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
米
国
債
買
い

支
え
な
ど
と
中
国
バ
ブ
ル
に
よ
っ
て
か

ろ
う
じ
て
延
命
し
て
き
た
。
だ
が
中
国

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
中
国
経
済
の
減
速
が

「
恐
慌
の
中
の
恐
慌
」
を
深
化
さ
せ
、

世
界
経
済
の
命
取
り
に
転
化
し
て
い
る
。

全
世
界
で
は
株
価
が
暴
落
し
、
東
京

市
場
で
は
年
初
か
ら
戦
後
初
の
６
日
連

続
の
下
落
が
続
い
た
（
12
日
時
点
）
。

震
源
地
で
あ
る
上
海
市
場
は
７
日
ま
で

の
４
営
業
日
に
今
年
か
ら
導
入
さ
れ
た

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
制
度
が
２
回

も
発
動
さ
れ
て
い
る
。
同
制
度
は
１
日

で
株
価
が
５
％
以
上
変
動
し
た
場
合

15

分
間
の
取
引
停
止
、
７
％
以
上
変
動
す

る
と
そ
の
日
の
取
引
が
停
止
さ
れ
る
。

１
月
12
日
に
は
Ｎ
Ｙ
原
油
先
物
相
場
が

12
年
１
月
ぶ
り
に
１
バ
レ
ル
30
ド
ル
割

れ
に
下
落
し
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は

原
油
下
落
に
よ
る
国
家
財
政
の
危
機
で

こ
の
１
年
間
で

10
兆
円
超
の
保
有
資
産

売
却
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
、
国
内
支
配

体
制
の
危
機
も
激
化
し
て
い
る
。
没
落

米
帝
と
中
東
産
油
国
と
の
シ
エ
ア
争
奪

戦
は
世
界
戦
争
情
勢
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
根
底
に
は
解
決
不
能
の

過
剰
生
産
力
と
過
剰
資
本
、
製
造
業
の

活
動
停
滞
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
世
界
大
恐
慌
が
世
界
中
で

失
業
と
非
正
規
職
化
を
拡
大
さ
せ
、
戦

争
が
戦
争
を
呼
ぶ
と
い
う
情
勢
が
激
し

く
進
行
し
て
い
る
。
だ
が
、
大
激
動
情

勢
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
全
労
働
者
階

級
が
待
ち
に
待
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世

界
革
命
の
時
代
が
つ
い
に

到
来
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

世
界
戦
争
の
切
迫
情
勢

11･

13
パ
リ
連
続
襲
撃
事
件
と
こ
れ

に
対
す
る
米･

仏
、
露
の
シ
リ
ア
空
爆

激
化
と
英･

独
の
シ
リ
ア
参
戦
が
世
界

戦
争
を
切
迫
さ
せ
、
ト
ル
コ
軍
機
に
よ

る
ロ
シ
ア
Ｓ
ｕ
24
戦
闘
機
の
撃
墜
が
世

界
戦
争
情
勢
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
米

欧
は
ト
ル
コ
軍
の
ロ
シ
ア
軍
機
撃
墜
を

支
持
し
、
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
の
国
家
間

外
交
も
停
止
し
た
。

ま
さ
に
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
に
よ

る

11･

13
反
革
命
パ
リ
連
続
襲
撃
と
こ

れ
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ド
政
権
の
国
家
非

常
事
態
宣
言
と
シ
リ
ア
空
爆
の
激
化
と

い
う
一
連
の
な
か
で
発
生
し
た

11･

24

が
、
三
正
面
で
の
戦
争
と
こ
れ
に
連
動

す
る
世
界
戦
争
へ
の
激
烈
な
発
火
点
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア･

プ
ー
チ
ン
は

11･

24
に
激
し

く
反
応
し
、
ロ
シ
ア
軍
が
駐
留
す
る
シ

リ
ア
北
部
フ
メ
イ
ミ
ー
ム
基
地
に
防
空

ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
Ｓ
４
０
０
を
配
備

し
、
シ
リ
ア
の
ラ
タ
キ
ア
沖
に
ミ
サ
イ

ル
巡
洋
艦
を
配
備
し
た
。
ロ
シ
ア
黒
海

艦
隊
は
ト
ル
コ･

シ
リ
ア
国
境
一
帯
に

防
空
態
勢
を
敷
き
、
対
Ｉ
Ｓ
に
限
ら
ず

ロ
シ
ア
軍
へ
の
全
攻
撃
に
反
撃
す
る
態

勢
を
と
り
は
じ
め
た
。
Ｓ
４
０
０
は
、

複
数
の
目
標
を
同
時
に
攻
撃
し
、
ト
ル

コ
も
射
程
内
に
入
っ
て
い
る
。

ト
ル
コ
・
ロ
シ
ア
の
激
突
は
、

ロ
シ
ア
・
米
帝
の
激
突

11
・
24
を
契
機
に
し
て
欧
州
向
け
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
「
ト
ル
コ･

ス
ト
リ
ー
ム
」

の
敷
設
や
ト
ル
コ
へ
の
原
発
輸
出
が
停

止
さ
れ
、
ト
ル
コ
へ
の
ロ
シ
ア
産
天
然

ガ
ス
の
輸
出
な
ど
ロ
シ
ア･

ト
ル
コ
の

経
済
的
関
係
が
、
さ
ら
に
ト
ル
コ･

ド

イ
ツ
、
ド
イ
ツ･

ロ
シ
ア
関
係
が
、
世

界
戦
争
の
危
機
に
よ
っ
て
軍
事
的
激
突

2

滝 山

る
に
憲
法
停
止
で
あ
る
。
し
か
も
政
令

で
そ
れ
が
可
能
に
な
る
。
緊
急
事
態
条

項
は
、
朝
鮮
有
事
と
ゼ
ネ
ス
ト
圧
殺
、

革
命
圧
殺
を
目
的
に
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
条
項
の
新
設

な
ど
労
働
者
階
級
と
し
て
断
じ
て
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
絶
対
阻
止
！
絶

対
粉
砕
！
し
か
な
い
。
国
鉄
決
戦
と
７

月
参
院
選
（
衆
参
同
時
選
挙
）
で
な
ん

と
し
て
も
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
改
憲

攻
撃
を
粉
砕
し
よ
う
！

天
皇
制
と
安
倍
政
権
に
屈
服
し

た
日
本
共
産
党
を
職
場
・
生
産
点

で
打
倒
し
よ
う

１
月
４
日
、
日
本
共
産
党
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
・
志
位
委
員
長
ら
６
人
は
国
会

開
会
式
に
出
席
し
、
つ
い
に
天
皇
に
頭

を
垂
れ
た
。
戦
争
絶
対
反
対
の
闘
い
を

体
制
内
化
す
る
「
国
民
連
合
政
府
」
の

提
唱
や
「
急
迫
不
正
の
侵
害
」
が
あ
れ

ば
「
自
衛
隊
と
日
米
安
保
を
活
用
す
る
」

こ
と
を
表
明
し
て
い
た
日
本
共
産
党
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
は
、
天
皇
制
と
安
倍
政

権
へ
歯
止
め
な
き
屈
服
を
深
め
、
朝
鮮

侵
略
戦
争
へ
の
協
力
者
と
し
て
そ
の
姿

を
全
人
民
の
前
に
現
し
た
。
労
働
者
階

級
の
職
場
生
産
点
で
の
闘
い
を
共
産
党

の
名
で
押
し
潰
し
て
き
た
日
本
共
産
党

が
つ
い
に
す
べ
て
の
仮
面
を
投
げ
捨
て
、

労
働
者
階
級
の
闘
い
に
敵
対
す
る
反
革

命
と
し
て
の
姿
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。

か
つ
て
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ

Ｄ
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
ド
イ
ツ
皇
帝

が
出
席
す
る
帝
国
議
会
の
開
・
閉
会
式

で
皇
帝
を
歓
迎
す
る
行
為
を
拒
否
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
９
１
１
年
の
帝
国
議
会
閉

会
の
際
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
議
員
団
は
従
来
の
党

慣
例
を
破
り
、
初
め
て
「
皇
帝
万
歳
」

を
唱
え
た
。
翌
年
の
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は

帝
国
議
会
第
一
党
へ
と
躍
進
し
た
が
、

翌
１
９
１
３
年
の
帝
国
議
会
で
戦
争
政

策
の
基
礎
を
な
す
国
防
法
案
に
党
史
上

は
じ
め
て
賛
成
投
票
を
行
い
、
翌
１
９

１
４
年
に
は
戦
時
公
債
法
案
に
賛
成
投

票
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
協
力
す
る

道
を
た
ど
り
、
屈
服
と
思
想
的
転
落
の

一
途
を
た
ど
っ
た
。
志
位
ら
の
行
為
は
、

ま
さ
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
再
現
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

天
皇
制
へ
の
屈
服
や
戦
争
協
力
者
へ

の
転
落
は
、
「
労
働
者
は
祖
国
を
持
た

な
い
。
労
働
者
に
は
国
境
は
な
い
。
万

国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
団
結
せ
よ
」

（
共
産
党
宣
言
）
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
国
際
連
帯
の
立
場
を
踏
み
に

じ
り
、
１
％
の
利
益
の
た
め
の
侵
略
戦

争
に
労
働
者
階
級
を
引
き
込
む
大
罪
で

あ
る
。
日
本
共
産
党
残
存
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
を
職
場
・
生
産
点
で
打
倒
し
よ
う
！

デ
ッ
チ
上
げ
の
窃
盗
、
暴
行
傷
害

で
連
続
逮
捕
・
起
訴
を
徹
底
弾
劾
し
、

池
田
裁
判
解
体
攻
撃
粉
砕
へ
！

池
田
裁
判
を
め
ぐ
る
情
勢
が
一
変
し

て
い
る
。
11
月
19
日
、
池
田
元
３
等
空

曹
が
窃
盗
の
共
同
共
謀
正
犯
で
デ
ッ
チ

上
げ
逮
捕
、
12
月

10
日
起
訴
。
翌

11

日
、
暴
行
・
傷
害
罪
で
再
逮
捕
、
28
日
、

起
訴
と
い
う
許
し
が
た
い
池
田
裁
判
解

体
攻
撃
が
日
帝
権
力
中
枢
の
攻
撃
と
し

て
襲
い
掛
か
っ
て
い
る
。
今
回
の
一
連

の
デ
ッ
チ
上
げ
連
続
逮
捕
・
起
訴
攻
撃

の
根
底
に
は
、
11
・
13
ー

24
を
契
機
と

す
る
世
界
戦
争
へ
の
歴
史
の
新
た
な
転

回
情
勢
が
あ
る
。
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
警
備
」
の
背
後
に
は
パ
リ
襲
撃
事
件

に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
非
常
事
態
宣
言
と
朝

鮮
有
事
情
勢
が
あ
る
。
日
帝
・
安
倍
に

と
っ
て
は
フ
ラ
ン
ス
非
常
事
態
宣
言
と

朝
鮮
有
事
情
勢
は
一
体
で
あ
る
。

極
右
フ
ァ
シ
ス
ト
安
倍
に
は
、
５
月

サ
ミ
ッ
ト
警
備
か
ら
７
月
改
憲
と
戦
争

翼
賛
選
挙
、
朝
鮮
有
事
は
国
内
治
安
問

題
と
し
て
一
体
な
の
で
あ
る
。

３
月
の
戦
争
法
発
動
と
自
衛
隊
の
朝

鮮
半
島
上
陸
を
眼
前
に
し
て
池
田
裁
判

の
存
在
自
体
が
日
帝
権
力
中
枢
に
と
っ

て
巨
大
な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
池
田

元
３
曹
デ
ッ
チ
上
げ
逮
捕
・
起
訴
、
再

逮
捕
・
再
起
訴
攻
撃
は
日
帝
国
家
権
力

中
枢
の
凶
暴
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時

に
国
鉄
決
戦
と
２
０
１
６
年
決
戦
の
予

防
反
革
命
的
圧
殺
攻
撃
と
し
て
の
凶
暴

化
で
あ
り
、
本
質
的
・
現
実
的
に
「
世

界
革
命
戦
略
と
し
て
の
国
鉄
決
戦
」
解

体
攻
撃
で
あ
り
、
革
命
党
解
体
攻
撃
で

あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
、
総

力
で
反
撃
し
、
粉
砕
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。
日
帝
国
家
権
力
は
、
２
０
１
６
年

階
級
決
戦
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
圧
殺

攻
撃
と
し
て
池
田
裁
判
解
体
攻
撃
に
踏

み
込
ん
で
き
た
の
だ
。
こ
こ
を
決
し
て

曖
昧
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
街
弾
圧
、

学
生
同
志
へ
の
拉
致
監
禁
・
致
傷
弾
圧

攻
撃
を
総
力
で
粉
砕
し
た
力
で
、
同
様

に
池
田
裁
判
潰
し
を
粉
砕
し
よ
う
！

東
海
合
同
労
組
に
檄
文
を
集
中
し
、

全
国
で
支
援
陣
形
を
拡
大
し
よ
う
。
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に
一
挙
に
反
転
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
は

ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
は
全
体
の

10･

4

％
を
占
め
、
中
国
（
10･

２
％
）
、
ド
イ

ツ
（
９･

２
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

天
然
ガ
ス
は

55
％
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し

て
い
る
状
態
で
ト
ル
コ
経
済
に
与
え
る

打
撃
は
明
ら
か
だ
。

ロ
シ
ア･

ト
ル
コ
の
激
突
は
決
し
て

偶
発
的
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
。

プ
ー
チ
ン
は
「
対
Ｉ
Ｓ
」
空
爆
を
口
実

に
シ
リ
ア
の
ト
ル
ク
メ
ン
人
を
含
む
反

ア
サ
ド
武
装
勢
力
を
空
爆
し
、
ト
ル
コ
・

エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は
、
ク
ル
ド
武
装
勢

力
へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
空
爆
を
激
化
し

て
い
る
。
ト
ル
コ
・
ロ
シ
ア
の
激
突
は
、

米
帝
と
ロ
シ
ア
の
激
突
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
支
配
階
級
に
よ
る
戦
争

激
化
の
決
定
的
な
根
源
が
、
米
欧
、
ト

ル
コ
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
ロ

シ
ア
国
内
に
お
け
る
労
働
者
の
階
級
的

反
乱
・
ゼ
ネ
ス
ト
で
あ
る
。
労
働
者
階

級
の
反
乱
の
圧
殺･

解
体
攻
撃
と
し
て

も
戦
争
的
軍
事
的
激
突
が
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
侵
略
戦
争
ー
戦
争
へ
の
突

入
は
国
内
階
級
闘
争
の
圧
殺･

解
体
と

一
体
的
に
推
進
さ
れ
る
。
米
欧
帝
国
主

義
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
１
％
の
支
配
階

級
に
と
っ
て
「
城
内
平
和
」
は
絶
対
条

件
で
あ
り
、
侵
略
戦
争
と
階
級
戦
争
が

一
体
的
に
発
動
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

中
東
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ジ
ア
で
の
三

正
面
戦
争
と
し
て
火
を
噴
い
て
い
る
。

米
英
仏
独
、
露
は

11
・
13
を
一
大
口

実
に
対
Ｉ
Ｓ
空
爆
で
労
働
者
階
級
人
民

を
虐
殺
し
、
全
シ
リ
ア
人
民
を
難
民
化

し
、
死
と
絶
望
的
困
窮
に
追
い
や
り
、

一
方
国
内
で
は
非
常
事
態
宣
言
や
国
境

封
鎖
、
国
内
厳
戒
態
勢
で
労
働
者
階
級

人
民
の
空
爆
反
対
、
戦
争
絶
対
反
対
の

階
級
的
決
起
を
抑
え
こ
も
う
と
し
て
い

る
。

米
帝
の
中
東
支
配
の
崩
壊
と
サ

ウ
ジ
・
イ
ラ
ン
の
国
交
断
絶

中
東
石
油
支
配
と
市
場
争
奪
戦
は

2

２
０
１
６
年
冒
頭
か
ら
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

（
連
合
軍
）
と
イ
ラ
ン
の
国
交
断
絶
と

い
う
情
勢
を
引
き
出
し
、
サ
ウ
ジ
は
イ

ス
ラ
ム
教
シ
ー
ア
派
武
装
組
織
・
フ
ー

シ
ー
派
へ
の
空
爆
を
口
実
に
イ
エ
メ
ン

の
イ
ラ
ン
大
使
館
の
空
爆
へ
と
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
る
。
要
す
る
に
進
行
し

て
い
る
事
態
は
、
新
自
由
主
義
が
総
破

産
し
、
没
落
帝
国
主
義
・
米
帝
と
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
の
戦
後
世
界
体
制
の
最
後
的

崩
壊
が
世
界
戦
争
へ
の
道
を
絶
望
的
に

突
進
し
て
い
る
過
程
に
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
米
帝
の
中
東
支
配
の
崩
壊
か
、

ま
さ
に
、
米
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル
と
中

東
産
油
国
の
市
場
争
奪
戦
と
し
て
激
し

く
、
し
か
も
絶
望
的
に
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
も
世
界
戦
争
の
切
迫
性
を
促
進
さ

せ
る
要
因
に
転
化
し
て
い
る
。
要
す
る

に
「
世
界
の
警
察
官
」
か
ら
脱
落
し
た

没
落
米
帝
の
延
命
の
た
め
の
石
油
市
場

の
争
奪
戦
が
世
界
戦
争
の
危
機
を
一
層
、

加
速
さ
せ
て
い
る
。

核
戦
争
を
「
宣
言
」
し
て
い
る
ロ
シ

ア･

プ
ー
チ
ン
に
も
余
裕
が
な
い
。
11

月

22
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
へ
ル
ソ
ン

州
の
二
ヶ
所
で
起
き
た
４
基
の
送
電
塔

爆
破
に
よ
り
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
へ
の
送

電
が
停
止
し
、
同
半
島
の
行
政
当
局
が

１
月
６
日
、
北
朝
鮮
・
金
正
恩
は

「
核
実
験
」
を
強
行
し
た
。
断
じ
て
許

せ
な
い
！

徹
底
弾
劾
だ
！

米
帝
は

10
日
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に

対
し
核
搭
載
の
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
を
韓

国
に
派
遣
し
、
北
朝
鮮
上
空
を
低
空
飛

行
さ
せ
、
韓
国
は
北
朝
鮮
へ
の
軍
事
放

送
を
再
開
し
、
米
韓
は
直
ち
に
臨
戦
態

勢
に
突
入
し
て
い
る
。

今
回
の
北
朝
鮮
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の

核
実
験
は
、
体
制
崩
壊
の
危
機
に
あ
え

ぐ
金
正
恩
の
延
命
を
か
け
た
核
実
験
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
金
正
恩
体
制
の

国
内
支
配
の
崩
壊
的
危
機
の
現
れ
だ
。

そ
れ
が
「
水
爆
」
発
言
に
示
さ
れ
て
い

る
。
北
朝
鮮
の
経
済
破
綻
は
極
限
化
し
、

大
量
の
側
近
を
粛
清
す
る
恐
怖
政
治
。

５
月
北
朝
鮮
労
働
党
大
会
を
前
に
中
朝

関
係
を
悪
化
し
て
も
核
実
験
を
強
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
北

朝
鮮
ス
タ
ー
リ
ン
・
金
正
恩
の
国
内
支

配
体
制
が
崩
壊
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
だ
が
北
朝
鮮
の
核
実
験
は
、
世
界

の
労
働
者
の
戦
争
と
核
へ
の
怒
り
を
踏

み
に
じ
り
、
帝
国
主
義
と
ロ
シ
ア
の
世

界
核
戦
争
切
迫
情
勢
を
促
進
さ
せ
る
も

3

非
常
事
態
を
宣
言
し
た
。
送
電
塔
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ク
リ
ミ
ア
返
還
を
要
求

す
る
先
住
少
数
民
族
ク
リ
ミ
ア･

タ
タ
ー

ル
人
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
派
に
よ
る
武

装
制
圧
で
ロ
シ
ア
は
対
応
で
き
て
い
な

い
。
プ
ー
チ
ン
は
２
本
の
海
底
ケ
ー
ブ

ル
で
ロ
シ
ア
と
ク
リ
ミ
ア
を
か
ろ
う
じ

て
繋
ぎ
と
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
シ
リ

ア
空
爆
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は
停

止
状
態
だ
。
一
方
、
ロ
シ
ア
軍
兵
士
が

シ
リ
ア
戦
争
へ
の
動
員
を
集
団
で
拒
否

す
る
隊
内
反
乱
を
開
始
し
た
。

れ
人
権
と
自
由
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
。

「
緊
急
状
態
法
」
で
は
、
新
聞
、
出
版
、

放
送
、
映
画
の
上
映
、
演
劇
の
上
映
の

規
制
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
時
（
１
９
５
４

年
～
62
年
）
の
非
常
事
態
宣
言
と
比
し

て
も
今
回
の
宣
言
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
際
は
、
具

体
的
な
「
活
動
」
に
対
し
て
捜
索
令
状

な
し
で
の
強
制
捜
査
だ
っ
た
（
こ
れ
事

態
許
せ
な
い
！
）
。
今
回
は
「
テ
ロ
容

疑
」
だ
け
で
強
制
捜
査
を
可
能
と
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
マ
グ
レ
ブ
系
移
民

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
・

チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
移
民
）
や
ム
ス
リ
ム
が
差
別

さ
れ
、
放
置
す
れ
ば
移
民
全
体
、
難
民

全
体
、
ム
ス
リ
ム
全
体
、
労
組
が
捜
査

対
象
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
。
難
民
が
階

級
的
労
働
運
動
と
結
合
す
れ
ば
一
大
革

命
勢
力
に
発
展
す
る
。
ま
た
シ
リ
ア
、

イ
ラ
ク
へ
の
空
爆
を
激
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
テ
ロ
は
世
界
に
拡
大
す
る
。
１
月

12
日
オ
バ
マ
は
一
般
教
書
演
説
で
「
Ｉ

Ｓ
根
絶
」
を
宣
言
し
た
。
仮
に
武
装
反

革
命
Ｉ
Ｓ
幹
部
を
殲
滅
で
き
た
と
し
て

も
帝
国
主
義
が
存
続
す
る
限
り
「
テ
ロ
」

を
根
絶
で
き
な
い
の
は
明
白
だ
。

オ
ラ
ン
ド
は
昨
年

12
月

23
日
の
閣

議
で
非
常
事
態
の
発
動
要
件
緩
和
な
ど

大
統
領
権
限
を
強
化
す
る
憲
法
改
正
案

の
国
会
上
程
を
決
定
し
た
。
本
年
２
月

３
日
、
憲
法
改
正
案
を
国
民
議
会
（
下

院
）
に
上
程
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
テ
ロ
に
関
与
し
た
二
重
国
籍

者
か
ら
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
剥
奪
す
る
こ

と
や
テ
ロ
容
疑
者
の
移
動
制
限
の
強
化

な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
も
決
定
し
て
い

る
。
改
憲
が
成
立
す
れ
ば
大
統
領
権
限

で
「
非
常
事
態
」
は
期
限
な
し
の
再
延

長
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン

ド
は
改
憲
に
よ
り
非
常
事
態
宣
言
に
憲

法
上
の
根
拠
を
与
え
「
非
常
事
態
宣
言
」

に
対
す
る
人
権
侵
害
な
ど
違
憲
訴
訟
を

も
封
じ
込
め
、
国
内
治
安
弾
圧
体
制
の

強
化
を
一
気
呵
成
に
成
し
遂
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。
怒
り
に
堪
え
な
い
が
、
こ

れ
が
帝
国
主
義
の
や
り
方
だ
。

緊
急
事
態
条
項

安
倍
政
権
が
「
改
憲
の
本
丸
」
と
す

る
「
緊
急
事
態
条
項
」
の
新
設
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
法
律
で
あ
る
「
緊
急
状
態
法
」

と
は
異
な
り
、
憲
法
へ
の
明
文
規
定
で

あ
り
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
は
「
国
家

緊
急
権
」
「
非
常
大
権
」
と
し
て
無
限

に
強
化
さ
れ
る
。

自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
の
第
９
章

「
緊
急
事
態
」
・
第

98
条
「
緊
急
事
態
の

宣
言
」
で
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、

わ
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
、
内
乱
等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、

地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
そ

の
他
の
法
律
で
定
め
る
緊
急
事
態
に
お

い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

閣
議
に
か
け
て
、
緊
急
事
態
の
宣
言
を

発
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。

第

99
条
１
項
は
「
緊
急
事
態
の
宣
言

が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
は
法
律
と
同

一
の
効
力
を
有
す
る
政
令
を
制
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣

は
財
政
上
必
要
な
支
出
そ
の
他
の
処
分

を
行
い
、
地
方
自
治
体
の
長
に
対
し
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

第
２
項
（
国
会
承
認
）
・
・
略

第
３
項
は
「
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
何
人
も
、
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
宣
言

に
係
わ
る
事
態
に
お
い
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ

る
措
置
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
る
国
そ
の

他
公
の
機
関
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

第

14
条
（
※
法
の
下
の
平
等
）
、
第

18

条
（
※
身
体
の
拘
束
及
び
苦
役
か
ら
の

自
由
）
、
第

19
条
（
※
思
想
及
び
良
心

の
自
由
）
、
第

21
条
（
※
集
会
、
結
社
、

表
現
の
自
由
）
そ
の
他
の
基
本
的
人
権

に
関
す
る
規
定
は
、
最
大
限
に
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

第
４
項
は
「
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
権
限
が

効
力
を
有
す
る
期
間
、
衆
議
院
は
解
散

さ
れ
な
い
も
の
と
し
、
両
議
院
の
議
員

の
任
期
及
び
そ
の
選
挙
期
日
の
特
例
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
「
緊
急
事
態
条
項
」

が
内
包
し
て
い
る
国
家
権
力
の
権
限
は

人
間
社
会
の
全
て
に
無
限
に
拡
大
で
き

る
こ
と
が
分
か
る
。
要
す
る
に
「
外
部

か
ら
の
武
力
攻
撃
」
「
内
乱
等
に
よ
る

社
会
秩
序
の
混
乱
」
「
そ
の
他
法
律
で

定
め
る
緊
急
事
態
」
で
あ
る
、
と
国
家

安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
認
定
す

れ
ば
内
閣
総
理
大
臣
に
「
非
常
事
態
宣

言
を
発
す
る
」
こ
と
を
認
め
、
し
か
も

Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
「
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有

す
る
政
令
」
を
国
会
審
議
も
な
し
に

「
制
定
」
で
き
る
。
そ
の
中
身
は
、
Ｎ

Ｓ
Ｃ
が
「
必
要
と
判
断
」
す
れ
ば
、
朝

鮮
戦
争
や
労
働
者
階
級
の
闘
い
の
圧
殺
、

治
安
維
持
な
ど
日
帝
国
家
権
力
が
「
戦

争
と
体
制
維
持
」
に
必
要
と
す
る
「
事

項
」
を
政
令
で
す
べ
て
強
権
的
に
発
動

で
き
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

戦
時
財
政
へ
の
移
行
も
可
能
で
あ
り
、

「
国
民
の
資
産
」
も
国
家
権
力
が
必
要

と
判
断
す
れ
「
処
分
」
で
き
る
。
要
す
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の
で
あ
り
、
世
界
の
労
働
者
階
級
人
民

か
ら
怒
り
の
徹
底
弾
劾
を
浴
び
て
い
る
。

そ
の
上
で
確
認
し
た
い
。
北
朝
鮮
・

金
正
恩
体
制
の
危
機
の
根
源
は
南
北
分

断
と
米
帝
の
北
朝
鮮
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

に
対
す
る
軍
事
重
圧
で
あ
る
こ
と
を
見

落
と
し
て
な
ら
な
い
。
米
韓
「
作
戦
計

画
５
０
１
５
」
は
先
制
攻
撃
に
よ
る
北

朝
鮮
・
金
正
恩
体
制
の
転
覆
を
目
指
す

戦
争
計
画
で
あ
る
（
「
「Ri

se

」
第
41
号

参
照
）
。
２
０
１
６
年
は
「
５
０
１
５
」

が
本
格
的
に
発
動
さ
れ
る
。

米
帝
オ
バ
マ
は
今
回
の
核
実
験
を
受

け
、
２
月
下
旬
以
降
に
計
画
し
て
い
た

定
例
の
米
韓
合
同
大
演
習
を
前
倒
し
し
、

原
子
力
空
母
と
原
子
力
潜
水
艦
の
展
開

を
も
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
帝
安

倍
は
、
朝
鮮
有
事
を
「
存
立
危
機
事
態
」

と
し
て
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し
、
日

米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
水
路
に
「
作
戦

計
画
５
０
１
５
」
と
一
体
化
し
、
自
衛

隊
の
朝
鮮
半
島
へ
の
上
陸
侵
攻
計
画
を

立
て
て
い
る
。
昨
年
強
行
成
立
し
た
戦

争
法
は
３
月
か
ら
発
動
（
施
行
）
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

昨
年

12
月

28
日
の
慰
安
婦
問
題
で

の
「
日
韓
合
意
」
は
、
日
帝
の
戦
争
犯

罪
と
植
民
地
支
配
の
歴
史
の
開
き
直
り

で
あ
る
。
「
合
意
」
は
自
衛
隊
の
朝
鮮

半
島
上
陸
を
策
動
す
る
日
帝
の
新
た
な

朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
宣
言
（
戦
争
行
為
）

そ
の
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
有
事
を
射
程

に
入
れ
た
日
米
韓
軍
事
同
盟
強
化
の
合

意
だ
。
安
倍
は
南
中
国
海
に
お
け
る
日

米
を
軸
と
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
、

東
中
国
海
に
お
け
る
海
自
の
出
動
を
表

明
し
て
い
る
。

だ
が
「
日
・
米
・
韓
合
意
」
は
、
す

で
に
「
少
女
像
」
問
題
で
本
質
的
、
根

本
的
に
破
綻
し
て
い
る
。
日
帝
の
戦
争

犯
罪
と
植
民
地
支
配
へ
の
韓
国
労
働
者

階
級
人
民
の
怒
り
、
朝
鮮
人
民
の
怒
り

は
根
底
的
で
、
非
和
解
だ
。
日
帝
安
倍

政
権
の
「
少
女
像
」
撤
去
要
求
は
、
日

帝
の
侵
略
戦
争
責
任
、
慰
安
婦
問
題
を

非
和
解
で
追
及
す
る
朝
鮮
労
働
者
人
民

の
闘
い
に
対
す
る
恐
怖
の
現
れ
を
で
あ

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

韓
国
外
大
、
梨
大
の
総
学
生
会
が
相

次
い
で
「
慰
安
婦
合
意
廃
棄
」
宣
言
を

発
し
て
い
る
。
日
帝
支
配
階
級
の
戦
争

犯
罪
と
植
民
地
問
題
は
日
韓
労
働
者
階

級
人
民
、
朝
鮮
人
民
の
国
際
連
帯
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
よ
っ
て
し
か
「
解

決
」
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
時
代

労
働
者
階
級
人
民
に
と
っ
て
大
恐
慌

と
戦
争
の
時
代
は
決
し
て
暗
黒
や
絶
望

の
時
代
で
は
な
い
。
新
自
由
主
義
が
も

た
ら
す
戦
争
と
非
正
規
職
化
、
格
差
拡

大
と
貧
困
に
対
し
て
労
働
者
階
級
は
絶

望
や
あ
き
ら
め
で
は
な
く
、
ゼ
ネ
ス
ト

と
革
命
を
も
っ
て
未
来
を
切
り
開
こ
う

と
し
て
い
る
。
韓
国
民
主
労
総
の
ゼ
ネ

ス
ト
が
そ
の
戦
い
を
示
し
て
い
る
。

総
破
産
と
崩
壊
を
開
始
し
た
新
自
由

主
義
・
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
時
代
と

情
勢
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
る
。
労
働

者
階
級
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
を

戦
い
と
り
、
労
働
者
の
未
来
を
切
り
開

く
時
代
が
到
来
し
た
。
世
界
の
労
働
者

は
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
決
起
で
未
来
を
切
り

開
こ
う
と
し
て
い
る
。
労
働
者
階
級
は

つ
い
に
帝
国
主
義
を
打
倒
し
勝
利
で
き

る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
が
２
０

１
６
年
だ
。

ゼ
ネ
ス
ト
に
連
帯
し
、

朝
鮮
戦
争
阻
止

資
本
主
義
・
帝
国
主
義
は
社
会
を
維

持
し
、
再
生
産
す
る
力
を
す
で
に
、
完

全
に
失
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
社
会
に
未

来
は
な
い
。
戦
争
も
失
業
も
、
搾
取
や

収
奪
も
、
差
別
や
分
断
も
な
い
未
来
あ

る
社
会
を
つ
く
ろ
う
。
労
働
者
の
力
あ

る
団
結
で
、
労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯

で
新
自
由
主
義
・
帝
国
主
義
を
打
倒
し
、

革
命
で
労
働
者
の
未
来
を
み
ず
か
ら
の

力
で
つ
く
ろ
う
。
労
働
者
階
級
は
革
命

に
よ
っ
て
労
働
と
全
社
会
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
革
命
に
よ
っ
て
労
働

者
階
級
が
社
会
の
真
の
主
人
公
に
な
る
。

労
働
者
階
級
に
は
世
界
核
戦
争
を
と
め

る
力
が
あ
る
の
だ
。

民
主
労
総
の
ゼ
ネ
ス
ト
と
固
く
連
帯

し
、
国
際
連
帯
と
職
場
生
産
点
を
基
礎

に
し
た
階
級
的
労
働
運
動
の
前
進
に
よ

る
強
力
な
力
で
日
米
帝
国
主
義
の
朝
鮮

侵
略
戦
争
を
絶
対
に
阻
止
し
よ
う
。

4

朝
鮮
半
島
上
空
を
飛
行
す
る
核
爆

弾
搭
載
の
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ
52

米
戦
闘
機
Ｆ
16
と
韓
国
空
軍
Ｆ
15

国
鉄
決
戦
と
７
月
参
院
選
で
安

倍
を
倒
そ
う
！

２
０
１
６
年
階
級
決
戦
の
勝
利
の
道

は
鮮
明
で
す
。
階
級
的
労
働
運
動
の
全

国
的
躍
進
と
国
際
連
帯
闘
争
の
強
化･

拡
大
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
動
労
総
連
合
の
全
国
的

建
設･

拠
点
化
を
軸
と
す
る
国
鉄
決
戦

と
７
月
参
院
選
（
衆
参
同
時
選
挙
）
に

総
決
起
し
、
勝
利
を
戦
い
取
ろ
う
。
安

倍
政
権
は
公
明
党
、
大
阪
維
新
の
会
を

取
り
込
み
７
月
参
院
選
を
改
憲
選
挙
、

戦
争
翼
賛
選
挙
と
し
て
位
置
づ
け
、
改

憲
勢
力
と
し
て
の
３
分
の
２
確
保
を
呼

号
し
て
い
る
。
こ
れ
と
の
一
大
階
級
戦

争
は
朝
鮮
侵
略
戦
争
絶
対
阻
止
を
か
け

た
非
和
解
の
階
級
戦
争
で
あ
る
。
多
く

の
青
年
労
働
者
、
学
生
、
兵
士
と
そ
の

家
族
が
戦
争
絶
対
反
対
、
安
倍
打
倒
に

総
決
起
す
る
７
月
選
挙
決
戦
で
あ
る
。

断
固
、
勝
利
し
よ
う
！

11･

13
に
対
す
る
仏
帝
国
主
義
の
非

常
事
態
宣
言
に
よ
る
憲
法
停
止
、
国
境

封
鎖
、
軍
と
警
察
11
万
５
０
０
０
人
体

制
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
約
３
０
０

０
ヶ
所
に
及
ぶ
令
状
な
し
の
家
宅
捜
索

と
３
１
１
人
の
拘
束
、
１
６
４
人
の
自

宅
軟
禁
が
暴
力
的
・
強
権
的
に
強
行
さ

れ
（
11
月

20
日
時
点
）
、
３
ヶ
所
の
モ

ス
ク
の
閉
鎖
（
12
月

11
日
時
点
）
が
社

会
党
政
権
で
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｏ

21
で
は
さ
ら
に
警
官
と
憲
兵

隊
１
万
１
千
人
増
の
厳
戒
態
勢
が
敷
か

れ
た
。
欧
州
諸
国
間
で
廃
止
さ
れ
た
入

国
審
査
を
復
活
し
、
１
千
人
が
入
国
拒

否
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
も
国
境
警
備
・

入
国
審
査
が
問
答
無
用
で
強
化
さ
れ
て

い
る
。

オ
ラ
ン
ド
は
、
「
私
た
ち
は
全
世
界

を
脅
か
す
聖
戦
主
義
者
と
戦
争
を
し
て

い
る
」
「
成
果
を
確
実
に
得
る
た
め
に

は
軍
事
力
を
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
叫
ん
で
い
る
。
要
す
る
に
、
オ

ラ
ン
ド
は
、
「
（
テ
ロ
と
）
世
界
戦
争
に

突
入
し
て
い
る
」
と
宣
言
し
た
。
オ
バ

マ
は
「
テ
ロ
攻
撃
の
種
類
が
ア
ル
カ
イ

ダ
に
よ
る
大
規
模
攻
撃
か
ら
変
質
し
、

過
激
思
想
に
染
ま
っ
た
個
人
に
よ
る
よ

り
単
純
な
攻
撃
と
い
う
新
段
階
に
入
っ

た
と
」
と
「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
規
定
し
、

新
段
階
に
対
応
す
る
国
内
治
安
弾
圧
体

制
の
強
化
を
推
進
し
て
い
る
。

仏･

「
非
常
事
態
宣
言
」
は

法
律
上
の
規
定

フ
ラ
ン
ス
憲
法
で
は
国
家
の
非
常
時
、

大
統
領
に
強
大
な
権
限
が
集
中
す
る

「
非
常
措
置
大
権
」
や
、
秩
序
維
持
の

権
限
が
行
政
か
ら
軍
隊
に
移
さ
れ
る

「
戒
厳
状
態
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
「
非
常
事
態
宣
言
」
は
こ
の
ど

ち
ら
で
も
な
く
、
憲
法
上
の
明
文
規
定

で
は
な
い
。
「
非
常
事
態
宣
言
」
の
根

拠
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争
を
受
け

て
１
９
５
５
年
に
制
定
さ
れ
た
「
緊
急

状
態
法
」
と
い
う
法
律
だ
。
「
非
常
事

態
宣
言
」
は
「
公
の
秩
序
に
対
す
る
重

大
な
脅
威
」
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
大
統
領
が
宣
言
し
、
期
間
を
限
定

し
て
警
察
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
１
９
６
２
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

独
立
戦
争
終
結
後
は
、
１
９
８
５
年
に

仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
独
立
運
動

に
対
し
て
発
動
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
本
土

で
は
２
０
０
５
年
、
警
察
に
パ
リ
郊
外

で
追
い
詰
め
ら
れ
た
移
民
少
年
２
名
の

感
電
死
を
き
っ
か
に
フ
ラ
ン
ス
全
土
に

拡
大
し
た
青
少
年
の
「
暴
動
」
に
も
発

動
さ
れ
て
い
る
。

非
常
事
態
宣
言
は
、
12
日
以
上
延
長

す
る
場
合
に
は
議
会
の
承
認
を
得
て
法

律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、

11
月
20
日
に
議
会
で
非
常
事
態
宣
言
を

延
長
す
る
法
案
が
可
決
さ
れ
、
２
０
１

６
年
２
月
25
日
ま
で
３
カ
月
延
長
さ
れ

た
。
再
延
長
は
現
時
点
で
は
法
改
正
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

非
常
事
態
宣
言
の
特
徴
は
、
警
察
権

限
の
強
化
、
国
境
封
鎖
。
内
務
大
臣
は

「
公
の
秩
序
と
安
全
に
対
し
危
険
な
活

動
を
し
て
い
る
人
々
と
」
判
断
す
れ
ば

自
宅
軟
禁
で
閉
じ
込
め
る
権
限
を
持
つ
。

裁
判
所
の
令
状
な
し
に
、
昼
夜
問
わ
ず

の
家
宅
捜
索
、
武
器
の
押
収
、
夜
間
外

出
禁
止
、
集
会
禁
止
も
可
能
と
さ
れ
る
。

国
家
権
力
の
行
為
を
妨
害
し
よ
う
と
す

る
者
に
対
し
滞
在
禁
止
を
命
じ
る
こ
と

も
で
き
る
。
命
令
の
あ
っ
た
場
所
・
時

間
に
お
け
る
人
や
車
の
交
通
が
禁
止
さ

れ
た
り
、
安
全
地
帯
が
設
定
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
で
、
移
動
の
自
由
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な

ど
の
興
業
場
、
酒
類
の
小
売
店
、
集
会

場
の
閉
鎖
命
令
や
集
会
禁
止
が
命
じ
ら

5



の
で
あ
り
、
世
界
の
労
働
者
階
級
人
民

か
ら
怒
り
の
徹
底
弾
劾
を
浴
び
て
い
る
。

そ
の
上
で
確
認
し
た
い
。
北
朝
鮮
・

金
正
恩
体
制
の
危
機
の
根
源
は
南
北
分

断
と
米
帝
の
北
朝
鮮
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

に
対
す
る
軍
事
重
圧
で
あ
る
こ
と
を
見

落
と
し
て
な
ら
な
い
。
米
韓
「
作
戦
計

画
５
０
１
５
」
は
先
制
攻
撃
に
よ
る
北

朝
鮮
・
金
正
恩
体
制
の
転
覆
を
目
指
す

戦
争
計
画
で
あ
る
（
「
「Ri

se

」
第
41
号

参
照
）
。
２
０
１
６
年
は
「
５
０
１
５
」

が
本
格
的
に
発
動
さ
れ
る
。

米
帝
オ
バ
マ
は
今
回
の
核
実
験
を
受

け
、
２
月
下
旬
以
降
に
計
画
し
て
い
た

定
例
の
米
韓
合
同
大
演
習
を
前
倒
し
し
、

原
子
力
空
母
と
原
子
力
潜
水
艦
の
展
開

を
も
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
帝
安

倍
は
、
朝
鮮
有
事
を
「
存
立
危
機
事
態
」

と
し
て
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
し
、
日

米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
水
路
に
「
作
戦

計
画
５
０
１
５
」
と
一
体
化
し
、
自
衛

隊
の
朝
鮮
半
島
へ
の
上
陸
侵
攻
計
画
を

立
て
て
い
る
。
昨
年
強
行
成
立
し
た
戦

争
法
は
３
月
か
ら
発
動
（
施
行
）
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

昨
年

12
月

28
日
の
慰
安
婦
問
題
で

の
「
日
韓
合
意
」
は
、
日
帝
の
戦
争
犯

罪
と
植
民
地
支
配
の
歴
史
の
開
き
直
り

で
あ
る
。
「
合
意
」
は
自
衛
隊
の
朝
鮮

半
島
上
陸
を
策
動
す
る
日
帝
の
新
た
な

朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
宣
言
（
戦
争
行
為
）

そ
の
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
有
事
を
射
程

に
入
れ
た
日
米
韓
軍
事
同
盟
強
化
の
合

意
だ
。
安
倍
は
南
中
国
海
に
お
け
る
日

米
を
軸
と
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
、

東
中
国
海
に
お
け
る
海
自
の
出
動
を
表

明
し
て
い
る
。

だ
が
「
日
・
米
・
韓
合
意
」
は
、
す

で
に
「
少
女
像
」
問
題
で
本
質
的
、
根

本
的
に
破
綻
し
て
い
る
。
日
帝
の
戦
争

犯
罪
と
植
民
地
支
配
へ
の
韓
国
労
働
者

階
級
人
民
の
怒
り
、
朝
鮮
人
民
の
怒
り

は
根
底
的
で
、
非
和
解
だ
。
日
帝
安
倍

政
権
の
「
少
女
像
」
撤
去
要
求
は
、
日

帝
の
侵
略
戦
争
責
任
、
慰
安
婦
問
題
を

非
和
解
で
追
及
す
る
朝
鮮
労
働
者
人
民

の
闘
い
に
対
す
る
恐
怖
の
現
れ
を
で
あ

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

韓
国
外
大
、
梨
大
の
総
学
生
会
が
相

次
い
で
「
慰
安
婦
合
意
廃
棄
」
宣
言
を

発
し
て
い
る
。
日
帝
支
配
階
級
の
戦
争

犯
罪
と
植
民
地
問
題
は
日
韓
労
働
者
階

級
人
民
、
朝
鮮
人
民
の
国
際
連
帯
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
よ
っ
て
し
か
「
解

決
」
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
時
代

労
働
者
階
級
人
民
に
と
っ
て
大
恐
慌

と
戦
争
の
時
代
は
決
し
て
暗
黒
や
絶
望

の
時
代
で
は
な
い
。
新
自
由
主
義
が
も

た
ら
す
戦
争
と
非
正
規
職
化
、
格
差
拡

大
と
貧
困
に
対
し
て
労
働
者
階
級
は
絶

望
や
あ
き
ら
め
で
は
な
く
、
ゼ
ネ
ス
ト

と
革
命
を
も
っ
て
未
来
を
切
り
開
こ
う

と
し
て
い
る
。
韓
国
民
主
労
総
の
ゼ
ネ

ス
ト
が
そ
の
戦
い
を
示
し
て
い
る
。

総
破
産
と
崩
壊
を
開
始
し
た
新
自
由

主
義
・
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
時
代
と

情
勢
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
る
。
労
働

者
階
級
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
を

戦
い
と
り
、
労
働
者
の
未
来
を
切
り
開

く
時
代
が
到
来
し
た
。
世
界
の
労
働
者

は
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
決
起
で
未
来
を
切
り

開
こ
う
と
し
て
い
る
。
労
働
者
階
級
は

つ
い
に
帝
国
主
義
を
打
倒
し
勝
利
で
き

る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
が
２
０

１
６
年
だ
。

ゼ
ネ
ス
ト
に
連
帯
し
、

朝
鮮
戦
争
阻
止

資
本
主
義
・
帝
国
主
義
は
社
会
を
維

持
し
、
再
生
産
す
る
力
を
す
で
に
、
完

全
に
失
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
社
会
に
未

来
は
な
い
。
戦
争
も
失
業
も
、
搾
取
や

収
奪
も
、
差
別
や
分
断
も
な
い
未
来
あ

る
社
会
を
つ
く
ろ
う
。
労
働
者
の
力
あ

る
団
結
で
、
労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯

で
新
自
由
主
義
・
帝
国
主
義
を
打
倒
し
、

革
命
で
労
働
者
の
未
来
を
み
ず
か
ら
の

力
で
つ
く
ろ
う
。
労
働
者
階
級
は
革
命

に
よ
っ
て
労
働
と
全
社
会
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
革
命
に
よ
っ
て
労
働

者
階
級
が
社
会
の
真
の
主
人
公
に
な
る
。

労
働
者
階
級
に
は
世
界
核
戦
争
を
と
め

る
力
が
あ
る
の
だ
。

民
主
労
総
の
ゼ
ネ
ス
ト
と
固
く
連
帯

し
、
国
際
連
帯
と
職
場
生
産
点
を
基
礎

に
し
た
階
級
的
労
働
運
動
の
前
進
に
よ

る
強
力
な
力
で
日
米
帝
国
主
義
の
朝
鮮

侵
略
戦
争
を
絶
対
に
阻
止
し
よ
う
。

4

朝
鮮
半
島
上
空
を
飛
行
す
る
核
爆

弾
搭
載
の
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ
52

米
戦
闘
機
Ｆ
16
と
韓
国
空
軍
Ｆ
15

国
鉄
決
戦
と
７
月
参
院
選
で
安

倍
を
倒
そ
う
！

２
０
１
６
年
階
級
決
戦
の
勝
利
の
道

は
鮮
明
で
す
。
階
級
的
労
働
運
動
の
全

国
的
躍
進
と
国
際
連
帯
闘
争
の
強
化･

拡
大
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
動
労
総
連
合
の
全
国
的

建
設･

拠
点
化
を
軸
と
す
る
国
鉄
決
戦

と
７
月
参
院
選
（
衆
参
同
時
選
挙
）
に

総
決
起
し
、
勝
利
を
戦
い
取
ろ
う
。
安

倍
政
権
は
公
明
党
、
大
阪
維
新
の
会
を

取
り
込
み
７
月
参
院
選
を
改
憲
選
挙
、

戦
争
翼
賛
選
挙
と
し
て
位
置
づ
け
、
改

憲
勢
力
と
し
て
の
３
分
の
２
確
保
を
呼

号
し
て
い
る
。
こ
れ
と
の
一
大
階
級
戦

争
は
朝
鮮
侵
略
戦
争
絶
対
阻
止
を
か
け

た
非
和
解
の
階
級
戦
争
で
あ
る
。
多
く

の
青
年
労
働
者
、
学
生
、
兵
士
と
そ
の

家
族
が
戦
争
絶
対
反
対
、
安
倍
打
倒
に

総
決
起
す
る
７
月
選
挙
決
戦
で
あ
る
。

断
固
、
勝
利
し
よ
う
！

11･

13
に
対
す
る
仏
帝
国
主
義
の
非

常
事
態
宣
言
に
よ
る
憲
法
停
止
、
国
境

封
鎖
、
軍
と
警
察
11
万
５
０
０
０
人
体

制
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
約
３
０
０

０
ヶ
所
に
及
ぶ
令
状
な
し
の
家
宅
捜
索

と
３
１
１
人
の
拘
束
、
１
６
４
人
の
自

宅
軟
禁
が
暴
力
的
・
強
権
的
に
強
行
さ

れ
（
11
月

20
日
時
点
）
、
３
ヶ
所
の
モ

ス
ク
の
閉
鎖
（
12
月

11
日
時
点
）
が
社

会
党
政
権
で
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｏ

21
で
は
さ
ら
に
警
官
と
憲
兵

隊
１
万
１
千
人
増
の
厳
戒
態
勢
が
敷
か

れ
た
。
欧
州
諸
国
間
で
廃
止
さ
れ
た
入

国
審
査
を
復
活
し
、
１
千
人
が
入
国
拒

否
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
も
国
境
警
備
・

入
国
審
査
が
問
答
無
用
で
強
化
さ
れ
て

い
る
。

オ
ラ
ン
ド
は
、
「
私
た
ち
は
全
世
界

を
脅
か
す
聖
戦
主
義
者
と
戦
争
を
し
て

い
る
」
「
成
果
を
確
実
に
得
る
た
め
に

は
軍
事
力
を
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
叫
ん
で
い
る
。
要
す
る
に
、
オ

ラ
ン
ド
は
、
「
（
テ
ロ
と
）
世
界
戦
争
に

突
入
し
て
い
る
」
と
宣
言
し
た
。
オ
バ

マ
は
「
テ
ロ
攻
撃
の
種
類
が
ア
ル
カ
イ

ダ
に
よ
る
大
規
模
攻
撃
か
ら
変
質
し
、

過
激
思
想
に
染
ま
っ
た
個
人
に
よ
る
よ

り
単
純
な
攻
撃
と
い
う
新
段
階
に
入
っ

た
と
」
と
「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
規
定
し
、

新
段
階
に
対
応
す
る
国
内
治
安
弾
圧
体

制
の
強
化
を
推
進
し
て
い
る
。

仏･

「
非
常
事
態
宣
言
」
は

法
律
上
の
規
定

フ
ラ
ン
ス
憲
法
で
は
国
家
の
非
常
時
、

大
統
領
に
強
大
な
権
限
が
集
中
す
る

「
非
常
措
置
大
権
」
や
、
秩
序
維
持
の

権
限
が
行
政
か
ら
軍
隊
に
移
さ
れ
る

「
戒
厳
状
態
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
「
非
常
事
態
宣
言
」
は
こ
の
ど

ち
ら
で
も
な
く
、
憲
法
上
の
明
文
規
定

で
は
な
い
。
「
非
常
事
態
宣
言
」
の
根

拠
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争
を
受
け

て
１
９
５
５
年
に
制
定
さ
れ
た
「
緊
急

状
態
法
」
と
い
う
法
律
だ
。
「
非
常
事

態
宣
言
」
は
「
公
の
秩
序
に
対
す
る
重

大
な
脅
威
」
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
大
統
領
が
宣
言
し
、
期
間
を
限
定

し
て
警
察
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
１
９
６
２
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

独
立
戦
争
終
結
後
は
、
１
９
８
５
年
に

仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
独
立
運
動

に
対
し
て
発
動
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
本
土

で
は
２
０
０
５
年
、
警
察
に
パ
リ
郊
外

で
追
い
詰
め
ら
れ
た
移
民
少
年
２
名
の

感
電
死
を
き
っ
か
に
フ
ラ
ン
ス
全
土
に

拡
大
し
た
青
少
年
の
「
暴
動
」
に
も
発

動
さ
れ
て
い
る
。

非
常
事
態
宣
言
は
、
12
日
以
上
延
長

す
る
場
合
に
は
議
会
の
承
認
を
得
て
法

律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、

11
月
20
日
に
議
会
で
非
常
事
態
宣
言
を

延
長
す
る
法
案
が
可
決
さ
れ
、
２
０
１

６
年
２
月
25
日
ま
で
３
カ
月
延
長
さ
れ

た
。
再
延
長
は
現
時
点
で
は
法
改
正
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

非
常
事
態
宣
言
の
特
徴
は
、
警
察
権

限
の
強
化
、
国
境
封
鎖
。
内
務
大
臣
は

「
公
の
秩
序
と
安
全
に
対
し
危
険
な
活

動
を
し
て
い
る
人
々
と
」
判
断
す
れ
ば

自
宅
軟
禁
で
閉
じ
込
め
る
権
限
を
持
つ
。

裁
判
所
の
令
状
な
し
に
、
昼
夜
問
わ
ず

の
家
宅
捜
索
、
武
器
の
押
収
、
夜
間
外

出
禁
止
、
集
会
禁
止
も
可
能
と
さ
れ
る
。

国
家
権
力
の
行
為
を
妨
害
し
よ
う
と
す

る
者
に
対
し
滞
在
禁
止
を
命
じ
る
こ
と

も
で
き
る
。
命
令
の
あ
っ
た
場
所
・
時

間
に
お
け
る
人
や
車
の
交
通
が
禁
止
さ

れ
た
り
、
安
全
地
帯
が
設
定
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
で
、
移
動
の
自
由
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な

ど
の
興
業
場
、
酒
類
の
小
売
店
、
集
会

場
の
閉
鎖
命
令
や
集
会
禁
止
が
命
じ
ら

5



に
一
挙
に
反
転
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
は

ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
は
全
体
の

10･

4

％
を
占
め
、
中
国
（
10･

２
％
）
、
ド
イ

ツ
（
９･

２
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

天
然
ガ
ス
は

55
％
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し

て
い
る
状
態
で
ト
ル
コ
経
済
に
与
え
る

打
撃
は
明
ら
か
だ
。

ロ
シ
ア･

ト
ル
コ
の
激
突
は
決
し
て

偶
発
的
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
。

プ
ー
チ
ン
は
「
対
Ｉ
Ｓ
」
空
爆
を
口
実

に
シ
リ
ア
の
ト
ル
ク
メ
ン
人
を
含
む
反

ア
サ
ド
武
装
勢
力
を
空
爆
し
、
ト
ル
コ
・

エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は
、
ク
ル
ド
武
装
勢

力
へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
空
爆
を
激
化
し

て
い
る
。
ト
ル
コ
・
ロ
シ
ア
の
激
突
は
、

米
帝
と
ロ
シ
ア
の
激
突
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
支
配
階
級
に
よ
る
戦
争

激
化
の
決
定
的
な
根
源
が
、
米
欧
、
ト

ル
コ
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
ロ

シ
ア
国
内
に
お
け
る
労
働
者
の
階
級
的

反
乱
・
ゼ
ネ
ス
ト
で
あ
る
。
労
働
者
階

級
の
反
乱
の
圧
殺･

解
体
攻
撃
と
し
て

も
戦
争
的
軍
事
的
激
突
が
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
侵
略
戦
争
ー
戦
争
へ
の
突

入
は
国
内
階
級
闘
争
の
圧
殺･

解
体
と

一
体
的
に
推
進
さ
れ
る
。
米
欧
帝
国
主

義
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
１
％
の
支
配
階

級
に
と
っ
て
「
城
内
平
和
」
は
絶
対
条

件
で
あ
り
、
侵
略
戦
争
と
階
級
戦
争
が

一
体
的
に
発
動
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

中
東
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ジ
ア
で
の
三

正
面
戦
争
と
し
て
火
を
噴
い
て
い
る
。

米
英
仏
独
、
露
は

11
・
13
を
一
大
口

実
に
対
Ｉ
Ｓ
空
爆
で
労
働
者
階
級
人
民

を
虐
殺
し
、
全
シ
リ
ア
人
民
を
難
民
化

し
、
死
と
絶
望
的
困
窮
に
追
い
や
り
、

一
方
国
内
で
は
非
常
事
態
宣
言
や
国
境

封
鎖
、
国
内
厳
戒
態
勢
で
労
働
者
階
級

人
民
の
空
爆
反
対
、
戦
争
絶
対
反
対
の

階
級
的
決
起
を
抑
え
こ
も
う
と
し
て
い

る
。

米
帝
の
中
東
支
配
の
崩
壊
と
サ

ウ
ジ
・
イ
ラ
ン
の
国
交
断
絶

中
東
石
油
支
配
と
市
場
争
奪
戦
は

2

２
０
１
６
年
冒
頭
か
ら
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

（
連
合
軍
）
と
イ
ラ
ン
の
国
交
断
絶
と

い
う
情
勢
を
引
き
出
し
、
サ
ウ
ジ
は
イ

ス
ラ
ム
教
シ
ー
ア
派
武
装
組
織
・
フ
ー

シ
ー
派
へ
の
空
爆
を
口
実
に
イ
エ
メ
ン

の
イ
ラ
ン
大
使
館
の
空
爆
へ
と
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
る
。
要
す
る
に
進
行
し

て
い
る
事
態
は
、
新
自
由
主
義
が
総
破

産
し
、
没
落
帝
国
主
義
・
米
帝
と
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
の
戦
後
世
界
体
制
の
最
後
的

崩
壊
が
世
界
戦
争
へ
の
道
を
絶
望
的
に

突
進
し
て
い
る
過
程
に
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
米
帝
の
中
東
支
配
の
崩
壊
か
、

ま
さ
に
、
米
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル
と
中

東
産
油
国
の
市
場
争
奪
戦
と
し
て
激
し

く
、
し
か
も
絶
望
的
に
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
も
世
界
戦
争
の
切
迫
性
を
促
進
さ

せ
る
要
因
に
転
化
し
て
い
る
。
要
す
る

に
「
世
界
の
警
察
官
」
か
ら
脱
落
し
た

没
落
米
帝
の
延
命
の
た
め
の
石
油
市
場

の
争
奪
戦
が
世
界
戦
争
の
危
機
を
一
層
、

加
速
さ
せ
て
い
る
。

核
戦
争
を
「
宣
言
」
し
て
い
る
ロ
シ

ア･

プ
ー
チ
ン
に
も
余
裕
が
な
い
。
11

月

22
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
へ
ル
ソ
ン

州
の
二
ヶ
所
で
起
き
た
４
基
の
送
電
塔

爆
破
に
よ
り
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
へ
の
送

電
が
停
止
し
、
同
半
島
の
行
政
当
局
が

１
月
６
日
、
北
朝
鮮
・
金
正
恩
は

「
核
実
験
」
を
強
行
し
た
。
断
じ
て
許

せ
な
い
！

徹
底
弾
劾
だ
！

米
帝
は

10
日
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に

対
し
核
搭
載
の
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
を
韓

国
に
派
遣
し
、
北
朝
鮮
上
空
を
低
空
飛

行
さ
せ
、
韓
国
は
北
朝
鮮
へ
の
軍
事
放

送
を
再
開
し
、
米
韓
は
直
ち
に
臨
戦
態

勢
に
突
入
し
て
い
る
。

今
回
の
北
朝
鮮
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の

核
実
験
は
、
体
制
崩
壊
の
危
機
に
あ
え

ぐ
金
正
恩
の
延
命
を
か
け
た
核
実
験
で

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
金
正
恩
体
制
の

国
内
支
配
の
崩
壊
的
危
機
の
現
れ
だ
。

そ
れ
が
「
水
爆
」
発
言
に
示
さ
れ
て
い

る
。
北
朝
鮮
の
経
済
破
綻
は
極
限
化
し
、

大
量
の
側
近
を
粛
清
す
る
恐
怖
政
治
。

５
月
北
朝
鮮
労
働
党
大
会
を
前
に
中
朝

関
係
を
悪
化
し
て
も
核
実
験
を
強
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
北

朝
鮮
ス
タ
ー
リ
ン
・
金
正
恩
の
国
内
支

配
体
制
が
崩
壊
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
だ
が
北
朝
鮮
の
核
実
験
は
、
世
界

の
労
働
者
の
戦
争
と
核
へ
の
怒
り
を
踏

み
に
じ
り
、
帝
国
主
義
と
ロ
シ
ア
の
世

界
核
戦
争
切
迫
情
勢
を
促
進
さ
せ
る
も
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非
常
事
態
を
宣
言
し
た
。
送
電
塔
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ク
リ
ミ
ア
返
還
を
要
求

す
る
先
住
少
数
民
族
ク
リ
ミ
ア･

タ
タ
ー

ル
人
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
派
に
よ
る
武

装
制
圧
で
ロ
シ
ア
は
対
応
で
き
て
い
な

い
。
プ
ー
チ
ン
は
２
本
の
海
底
ケ
ー
ブ

ル
で
ロ
シ
ア
と
ク
リ
ミ
ア
を
か
ろ
う
じ

て
繋
ぎ
と
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
シ
リ

ア
空
爆
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は
停

止
状
態
だ
。
一
方
、
ロ
シ
ア
軍
兵
士
が

シ
リ
ア
戦
争
へ
の
動
員
を
集
団
で
拒
否

す
る
隊
内
反
乱
を
開
始
し
た
。

れ
人
権
と
自
由
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
。

「
緊
急
状
態
法
」
で
は
、
新
聞
、
出
版
、

放
送
、
映
画
の
上
映
、
演
劇
の
上
映
の

規
制
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
時
（
１
９
５
４

年
～
62
年
）
の
非
常
事
態
宣
言
と
比
し

て
も
今
回
の
宣
言
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
際
は
、
具

体
的
な
「
活
動
」
に
対
し
て
捜
索
令
状

な
し
で
の
強
制
捜
査
だ
っ
た
（
こ
れ
事

態
許
せ
な
い
！
）
。
今
回
は
「
テ
ロ
容

疑
」
だ
け
で
強
制
捜
査
を
可
能
と
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
マ
グ
レ
ブ
系
移
民

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
・

チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
移
民
）
や
ム
ス
リ
ム
が
差
別

さ
れ
、
放
置
す
れ
ば
移
民
全
体
、
難
民

全
体
、
ム
ス
リ
ム
全
体
、
労
組
が
捜
査

対
象
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
。
難
民
が
階

級
的
労
働
運
動
と
結
合
す
れ
ば
一
大
革

命
勢
力
に
発
展
す
る
。
ま
た
シ
リ
ア
、

イ
ラ
ク
へ
の
空
爆
を
激
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
テ
ロ
は
世
界
に
拡
大
す
る
。
１
月

12
日
オ
バ
マ
は
一
般
教
書
演
説
で
「
Ｉ

Ｓ
根
絶
」
を
宣
言
し
た
。
仮
に
武
装
反

革
命
Ｉ
Ｓ
幹
部
を
殲
滅
で
き
た
と
し
て

も
帝
国
主
義
が
存
続
す
る
限
り
「
テ
ロ
」

を
根
絶
で
き
な
い
の
は
明
白
だ
。

オ
ラ
ン
ド
は
昨
年

12
月

23
日
の
閣

議
で
非
常
事
態
の
発
動
要
件
緩
和
な
ど

大
統
領
権
限
を
強
化
す
る
憲
法
改
正
案

の
国
会
上
程
を
決
定
し
た
。
本
年
２
月

３
日
、
憲
法
改
正
案
を
国
民
議
会
（
下

院
）
に
上
程
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
テ
ロ
に
関
与
し
た
二
重
国
籍

者
か
ら
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
剥
奪
す
る
こ

と
や
テ
ロ
容
疑
者
の
移
動
制
限
の
強
化

な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
も
決
定
し
て
い

る
。
改
憲
が
成
立
す
れ
ば
大
統
領
権
限

で
「
非
常
事
態
」
は
期
限
な
し
の
再
延

長
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン

ド
は
改
憲
に
よ
り
非
常
事
態
宣
言
に
憲

法
上
の
根
拠
を
与
え
「
非
常
事
態
宣
言
」

に
対
す
る
人
権
侵
害
な
ど
違
憲
訴
訟
を

も
封
じ
込
め
、
国
内
治
安
弾
圧
体
制
の

強
化
を
一
気
呵
成
に
成
し
遂
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。
怒
り
に
堪
え
な
い
が
、
こ

れ
が
帝
国
主
義
の
や
り
方
だ
。

緊
急
事
態
条
項

安
倍
政
権
が
「
改
憲
の
本
丸
」
と
す

る
「
緊
急
事
態
条
項
」
の
新
設
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
法
律
で
あ
る
「
緊
急
状
態
法
」

と
は
異
な
り
、
憲
法
へ
の
明
文
規
定
で

あ
り
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
は
「
国
家

緊
急
権
」
「
非
常
大
権
」
と
し
て
無
限

に
強
化
さ
れ
る
。

自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
の
第
９
章

「
緊
急
事
態
」
・
第

98
条
「
緊
急
事
態
の

宣
言
」
で
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、

わ
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
、
内
乱
等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、

地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
そ

の
他
の
法
律
で
定
め
る
緊
急
事
態
に
お

い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

閣
議
に
か
け
て
、
緊
急
事
態
の
宣
言
を

発
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。

第

99
条
１
項
は
「
緊
急
事
態
の
宣
言

が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
は
法
律
と
同

一
の
効
力
を
有
す
る
政
令
を
制
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣

は
財
政
上
必
要
な
支
出
そ
の
他
の
処
分

を
行
い
、
地
方
自
治
体
の
長
に
対
し
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

第
２
項
（
国
会
承
認
）
・
・
略

第
３
項
は
「
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
何
人
も
、
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
宣
言

に
係
わ
る
事
態
に
お
い
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ

る
措
置
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
る
国
そ
の

他
公
の
機
関
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

第

14
条
（
※
法
の
下
の
平
等
）
、
第

18

条
（
※
身
体
の
拘
束
及
び
苦
役
か
ら
の

自
由
）
、
第

19
条
（
※
思
想
及
び
良
心

の
自
由
）
、
第

21
条
（
※
集
会
、
結
社
、

表
現
の
自
由
）
そ
の
他
の
基
本
的
人
権

に
関
す
る
規
定
は
、
最
大
限
に
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

第
４
項
は
「
緊
急
事
態
の
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
権
限
が

効
力
を
有
す
る
期
間
、
衆
議
院
は
解
散

さ
れ
な
い
も
の
と
し
、
両
議
院
の
議
員

の
任
期
及
び
そ
の
選
挙
期
日
の
特
例
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
「
緊
急
事
態
条
項
」

が
内
包
し
て
い
る
国
家
権
力
の
権
限
は

人
間
社
会
の
全
て
に
無
限
に
拡
大
で
き

る
こ
と
が
分
か
る
。
要
す
る
に
「
外
部

か
ら
の
武
力
攻
撃
」
「
内
乱
等
に
よ
る

社
会
秩
序
の
混
乱
」
「
そ
の
他
法
律
で

定
め
る
緊
急
事
態
」
で
あ
る
、
と
国
家

安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
認
定
す

れ
ば
内
閣
総
理
大
臣
に
「
非
常
事
態
宣

言
を
発
す
る
」
こ
と
を
認
め
、
し
か
も

Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
「
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有

す
る
政
令
」
を
国
会
審
議
も
な
し
に

「
制
定
」
で
き
る
。
そ
の
中
身
は
、
Ｎ

Ｓ
Ｃ
が
「
必
要
と
判
断
」
す
れ
ば
、
朝

鮮
戦
争
や
労
働
者
階
級
の
闘
い
の
圧
殺
、

治
安
維
持
な
ど
日
帝
国
家
権
力
が
「
戦

争
と
体
制
維
持
」
に
必
要
と
す
る
「
事

項
」
を
政
令
で
す
べ
て
強
権
的
に
発
動

で
き
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

戦
時
財
政
へ
の
移
行
も
可
能
で
あ
り
、

「
国
民
の
資
産
」
も
国
家
権
力
が
必
要

と
判
断
す
れ
「
処
分
」
で
き
る
。
要
す
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２
０
１
６
年
は
年
頭
か
ら
世
界
史
を

か
え
る
大
激
動
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

大
激
動
情
勢
は
、
「
世
界
戦
争
か
」

「
世
界
革
命
か
」
を
例
外
な
く
全
労
働

者
階
級
人
民
に
選
択
を
求
め
て
い
る
。

世
界
戦
争
と
は
世
界
核
戦
争
だ
。

世
界
大
恐
慌
は
本
格
的
全
面
的
に
激

化
し
て
い
る
。
07
年
パ
リ
バ
、
08
年
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ク
に
発
す
る
世
界
恐
慌
は
、

中
国
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
米
国
債
買
い

支
え
な
ど
と
中
国
バ
ブ
ル
に
よ
っ
て
か

ろ
う
じ
て
延
命
し
て
き
た
。
だ
が
中
国

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
中
国
経
済
の
減
速
が

「
恐
慌
の
中
の
恐
慌
」
を
深
化
さ
せ
、

世
界
経
済
の
命
取
り
に
転
化
し
て
い
る
。

全
世
界
で
は
株
価
が
暴
落
し
、
東
京

市
場
で
は
年
初
か
ら
戦
後
初
の
６
日
連

続
の
下
落
が
続
い
た
（
12
日
時
点
）
。

震
源
地
で
あ
る
上
海
市
場
は
７
日
ま
で

の
４
営
業
日
に
今
年
か
ら
導
入
さ
れ
た

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
制
度
が
２
回

も
発
動
さ
れ
て
い
る
。
同
制
度
は
１
日

で
株
価
が
５
％
以
上
変
動
し
た
場
合

15

分
間
の
取
引
停
止
、
７
％
以
上
変
動
す

る
と
そ
の
日
の
取
引
が
停
止
さ
れ
る
。

１
月
12
日
に
は
Ｎ
Ｙ
原
油
先
物
相
場
が

12
年
１
月
ぶ
り
に
１
バ
レ
ル
30
ド
ル
割

れ
に
下
落
し
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は

原
油
下
落
に
よ
る
国
家
財
政
の
危
機
で

こ
の
１
年
間
で

10
兆
円
超
の
保
有
資
産

売
却
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
、
国
内
支
配

体
制
の
危
機
も
激
化
し
て
い
る
。
没
落

米
帝
と
中
東
産
油
国
と
の
シ
エ
ア
争
奪

戦
は
世
界
戦
争
情
勢
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
根
底
に
は
解
決
不
能
の

過
剰
生
産
力
と
過
剰
資
本
、
製
造
業
の

活
動
停
滞
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
世
界
大
恐
慌
が
世
界
中
で

失
業
と
非
正
規
職
化
を
拡
大
さ
せ
、
戦

争
が
戦
争
を
呼
ぶ
と
い
う
情
勢
が
激
し

く
進
行
し
て
い
る
。
だ
が
、
大
激
動
情

勢
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
全
労
働
者
階

級
が
待
ち
に
待
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世

界
革
命
の
時
代
が
つ
い
に

到
来
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

世
界
戦
争
の
切
迫
情
勢

11･

13
パ
リ
連
続
襲
撃
事
件
と
こ
れ

に
対
す
る
米･

仏
、
露
の
シ
リ
ア
空
爆

激
化
と
英･

独
の
シ
リ
ア
参
戦
が
世
界

戦
争
を
切
迫
さ
せ
、
ト
ル
コ
軍
機
に
よ

る
ロ
シ
ア
Ｓ
ｕ
24
戦
闘
機
の
撃
墜
が
世

界
戦
争
情
勢
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
米

欧
は
ト
ル
コ
軍
の
ロ
シ
ア
軍
機
撃
墜
を

支
持
し
、
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
の
国
家
間

外
交
も
停
止
し
た
。

ま
さ
に
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
に
よ

る

11･

13
反
革
命
パ
リ
連
続
襲
撃
と
こ

れ
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ド
政
権
の
国
家
非

常
事
態
宣
言
と
シ
リ
ア
空
爆
の
激
化
と

い
う
一
連
の
な
か
で
発
生
し
た

11･

24

が
、
三
正
面
で
の
戦
争
と
こ
れ
に
連
動

す
る
世
界
戦
争
へ
の
激
烈
な
発
火
点
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア･

プ
ー
チ
ン
は

11･

24
に
激
し

く
反
応
し
、
ロ
シ
ア
軍
が
駐
留
す
る
シ

リ
ア
北
部
フ
メ
イ
ミ
ー
ム
基
地
に
防
空

ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
Ｓ
４
０
０
を
配
備

し
、
シ
リ
ア
の
ラ
タ
キ
ア
沖
に
ミ
サ
イ

ル
巡
洋
艦
を
配
備
し
た
。
ロ
シ
ア
黒
海

艦
隊
は
ト
ル
コ･

シ
リ
ア
国
境
一
帯
に

防
空
態
勢
を
敷
き
、
対
Ｉ
Ｓ
に
限
ら
ず

ロ
シ
ア
軍
へ
の
全
攻
撃
に
反
撃
す
る
態

勢
を
と
り
は
じ
め
た
。
Ｓ
４
０
０
は
、

複
数
の
目
標
を
同
時
に
攻
撃
し
、
ト
ル

コ
も
射
程
内
に
入
っ
て
い
る
。

ト
ル
コ
・
ロ
シ
ア
の
激
突
は
、

ロ
シ
ア
・
米
帝
の
激
突

11
・
24
を
契
機
に
し
て
欧
州
向
け
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
「
ト
ル
コ･

ス
ト
リ
ー
ム
」

の
敷
設
や
ト
ル
コ
へ
の
原
発
輸
出
が
停

止
さ
れ
、
ト
ル
コ
へ
の
ロ
シ
ア
産
天
然

ガ
ス
の
輸
出
な
ど
ロ
シ
ア･

ト
ル
コ
の

経
済
的
関
係
が
、
さ
ら
に
ト
ル
コ･

ド

イ
ツ
、
ド
イ
ツ･

ロ
シ
ア
関
係
が
、
世

界
戦
争
の
危
機
に
よ
っ
て
軍
事
的
激
突

2

滝 山

る
に
憲
法
停
止
で
あ
る
。
し
か
も
政
令

で
そ
れ
が
可
能
に
な
る
。
緊
急
事
態
条

項
は
、
朝
鮮
有
事
と
ゼ
ネ
ス
ト
圧
殺
、

革
命
圧
殺
を
目
的
に
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
条
項
の
新
設

な
ど
労
働
者
階
級
と
し
て
断
じ
て
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
絶
対
阻
止
！
絶

対
粉
砕
！
し
か
な
い
。
国
鉄
決
戦
と
７

月
参
院
選
（
衆
参
同
時
選
挙
）
で
な
ん

と
し
て
も
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
改
憲

攻
撃
を
粉
砕
し
よ
う
！

天
皇
制
と
安
倍
政
権
に
屈
服
し

た
日
本
共
産
党
を
職
場
・
生
産
点

で
打
倒
し
よ
う

１
月
４
日
、
日
本
共
産
党
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
・
志
位
委
員
長
ら
６
人
は
国
会

開
会
式
に
出
席
し
、
つ
い
に
天
皇
に
頭

を
垂
れ
た
。
戦
争
絶
対
反
対
の
闘
い
を

体
制
内
化
す
る
「
国
民
連
合
政
府
」
の

提
唱
や
「
急
迫
不
正
の
侵
害
」
が
あ
れ

ば
「
自
衛
隊
と
日
米
安
保
を
活
用
す
る
」

こ
と
を
表
明
し
て
い
た
日
本
共
産
党
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
は
、
天
皇
制
と
安
倍
政

権
へ
歯
止
め
な
き
屈
服
を
深
め
、
朝
鮮

侵
略
戦
争
へ
の
協
力
者
と
し
て
そ
の
姿

を
全
人
民
の
前
に
現
し
た
。
労
働
者
階

級
の
職
場
生
産
点
で
の
闘
い
を
共
産
党

の
名
で
押
し
潰
し
て
き
た
日
本
共
産
党

が
つ
い
に
す
べ
て
の
仮
面
を
投
げ
捨
て
、

労
働
者
階
級
の
闘
い
に
敵
対
す
る
反
革

命
と
し
て
の
姿
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。

か
つ
て
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ

Ｄ
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
ド
イ
ツ
皇
帝

が
出
席
す
る
帝
国
議
会
の
開
・
閉
会
式

で
皇
帝
を
歓
迎
す
る
行
為
を
拒
否
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
９
１
１
年
の
帝
国
議
会
閉

会
の
際
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
議
員
団
は
従
来
の
党

慣
例
を
破
り
、
初
め
て
「
皇
帝
万
歳
」

を
唱
え
た
。
翌
年
の
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は

帝
国
議
会
第
一
党
へ
と
躍
進
し
た
が
、

翌
１
９
１
３
年
の
帝
国
議
会
で
戦
争
政

策
の
基
礎
を
な
す
国
防
法
案
に
党
史
上

は
じ
め
て
賛
成
投
票
を
行
い
、
翌
１
９

１
４
年
に
は
戦
時
公
債
法
案
に
賛
成
投

票
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
協
力
す
る

道
を
た
ど
り
、
屈
服
と
思
想
的
転
落
の

一
途
を
た
ど
っ
た
。
志
位
ら
の
行
為
は
、

ま
さ
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
再
現
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

天
皇
制
へ
の
屈
服
や
戦
争
協
力
者
へ

の
転
落
は
、
「
労
働
者
は
祖
国
を
持
た

な
い
。
労
働
者
に
は
国
境
は
な
い
。
万

国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
団
結
せ
よ
」

（
共
産
党
宣
言
）
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
国
際
連
帯
の
立
場
を
踏
み
に

じ
り
、
１
％
の
利
益
の
た
め
の
侵
略
戦

争
に
労
働
者
階
級
を
引
き
込
む
大
罪
で

あ
る
。
日
本
共
産
党
残
存
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
を
職
場
・
生
産
点
で
打
倒
し
よ
う
！

デ
ッ
チ
上
げ
の
窃
盗
、
暴
行
傷
害

で
連
続
逮
捕
・
起
訴
を
徹
底
弾
劾
し
、

池
田
裁
判
解
体
攻
撃
粉
砕
へ
！

池
田
裁
判
を
め
ぐ
る
情
勢
が
一
変
し

て
い
る
。
11
月
19
日
、
池
田
元
３
等
空

曹
が
窃
盗
の
共
同
共
謀
正
犯
で
デ
ッ
チ

上
げ
逮
捕
、
12
月

10
日
起
訴
。
翌

11

日
、
暴
行
・
傷
害
罪
で
再
逮
捕
、
28
日
、

起
訴
と
い
う
許
し
が
た
い
池
田
裁
判
解

体
攻
撃
が
日
帝
権
力
中
枢
の
攻
撃
と
し

て
襲
い
掛
か
っ
て
い
る
。
今
回
の
一
連

の
デ
ッ
チ
上
げ
連
続
逮
捕
・
起
訴
攻
撃

の
根
底
に
は
、
11
・
13
ー

24
を
契
機
と

す
る
世
界
戦
争
へ
の
歴
史
の
新
た
な
転

回
情
勢
が
あ
る
。
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
警
備
」
の
背
後
に
は
パ
リ
襲
撃
事
件

に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
非
常
事
態
宣
言
と
朝

鮮
有
事
情
勢
が
あ
る
。
日
帝
・
安
倍
に

と
っ
て
は
フ
ラ
ン
ス
非
常
事
態
宣
言
と

朝
鮮
有
事
情
勢
は
一
体
で
あ
る
。

極
右
フ
ァ
シ
ス
ト
安
倍
に
は
、
５
月

サ
ミ
ッ
ト
警
備
か
ら
７
月
改
憲
と
戦
争

翼
賛
選
挙
、
朝
鮮
有
事
は
国
内
治
安
問

題
と
し
て
一
体
な
の
で
あ
る
。

３
月
の
戦
争
法
発
動
と
自
衛
隊
の
朝

鮮
半
島
上
陸
を
眼
前
に
し
て
池
田
裁
判

の
存
在
自
体
が
日
帝
権
力
中
枢
に
と
っ

て
巨
大
な
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
池
田

元
３
曹
デ
ッ
チ
上
げ
逮
捕
・
起
訴
、
再

逮
捕
・
再
起
訴
攻
撃
は
日
帝
国
家
権
力

中
枢
の
凶
暴
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時

に
国
鉄
決
戦
と
２
０
１
６
年
決
戦
の
予

防
反
革
命
的
圧
殺
攻
撃
と
し
て
の
凶
暴

化
で
あ
り
、
本
質
的
・
現
実
的
に
「
世

界
革
命
戦
略
と
し
て
の
国
鉄
決
戦
」
解

体
攻
撃
で
あ
り
、
革
命
党
解
体
攻
撃
で

あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
、
総

力
で
反
撃
し
、
粉
砕
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。
日
帝
国
家
権
力
は
、
２
０
１
６
年

階
級
決
戦
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
圧
殺

攻
撃
と
し
て
池
田
裁
判
解
体
攻
撃
に
踏

み
込
ん
で
き
た
の
だ
。
こ
こ
を
決
し
て

曖
昧
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
街
弾
圧
、

学
生
同
志
へ
の
拉
致
監
禁
・
致
傷
弾
圧

攻
撃
を
総
力
で
粉
砕
し
た
力
で
、
同
様

に
池
田
裁
判
潰
し
を
粉
砕
し
よ
う
！

東
海
合
同
労
組
に
檄
文
を
集
中
し
、

全
国
で
支
援
陣
形
を
拡
大
し
よ
う
。
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世
界
戦
争
を
ゼ
ネ
ス
ト
で
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
革
命
に
転
化
せ
よ
！

こ
の
実
現
の
核
心
が
、
動
労
総
連
合

の
全
国
拠
点
建
設
と
反
軍
闘
争
の
前
進

を
両
輪
と
す
る
地
区
党
建
設
の
強
化
、

拡
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
全
戦
線

と
労
働
者
階
級
人
民
が
求
め
る
課
題
に

応
え
る
能
力
あ
る
地
区
党
と
戦
線
強
化

へ
の
飛
躍
で
あ
る
。
地
区
党
建
設
と
反

軍
工
作
は
、
革
命
党
の
綱
領
に
依
拠
し
、

党
の
時
代
認
識
と
路
線
、
党
の
革
命
戦

略
・
戦
術
と
組
織
原
則
か
ら
出
発
す
る

場
合
に
の
み
正
し
く
発
展
す
る
。

１
９
０
５
年
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命

（
モ
ス
ク
ワ
蜂
起
）
に
失
敗
し
た
ボ
リ

シ
ェ
ビ
ィ
キ
は
、
以
降
、
職
場
権
力
の

奪
取
と
軍
隊
工
作
を
強
化
し
、
兵
士
の

決
起
を
労
働
者
階
級
の
職
場
権
力
の
奪

取
・
ゼ
ネ
ス
ト
、
蜂
起
と
結
合
さ
せ
る

と
い
う
闘
い
を
粘
り
強
く
推
し
進
め
た
。

孤
立
し
た
行
動
は
失
敗
を
運
命
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
05
年
革
命
当
時
、
ボ
リ
シ
ェ

ビ
ィ
キ
は
未
だ
労
働
者
階
級
と
軍
隊
と

の
結
び
つ
き
が
弱
か
っ
た
。
こ
の
弱
さ

の
原
因
の
ひ
と
つ
は
党
の
力
の
不
足
に

あ
っ
た
。
要
す
る
に
当
時
、
大
部
分
が

農
民
か
ら
成
る
兵
士
に
近
づ
く
能
力
が

不
足
し
て
い
た
。
だ
が
モ
ス
ク
ワ
ボ
リ

シ
ェ
ビ
ィ
キ
は
弱
さ
を
抱
え
な
が
ら
も

党
の
反
軍
工
作
の
事
業
に
貢
献
し
て
い

た
。
そ
の
経
験
は
偉
大
な
教
訓
と
し
て

失
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
教
訓
は
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ィ
キ
に
よ
っ

て
１
９
１
７
年
の
２
月
革
命
の
時
期
に

生
か
さ
れ
た
。
こ
の
教
訓
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
10
月
ロ
シ
ア
革
命
の
準
備
お

よ
び
遂
行
の
全
時
期
に
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ィ

キ
は
ツ
ア
ー
の
軍
隊
の
兵
士
を
獲
得
で

き
た
の
で
あ
る
。
戦
争
に
反
対
す
る
兵

士
は
隊
内
か
ら
、
塹
壕
か
ら
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
と
団
結
し
、
17
年
ロ
シ
ア
革

命
を
勝
利
に
導
く

革
命
勢
力
と
し
て

登
場
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
者
階
級
・
兵
士
の
団
結
で

革
命
に
勝
利
し
よ
う

革
命
は
帝
国
主
義
国
家
権
力
に
対
す

る
武
力
闘
争
で
あ
る
。
い
か
な
る
国
に

お
い
て
も
、
警
察
権
力
と
の
闘
い
を
貫

徹
し
な
が
ら
、
軍
隊
―
兵
士
に
対
す
る

人
間
解
放
＝
共
産
主
義
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
の
宣
伝
・
扇
動
、
隊
内
非
合
法
党

細
胞
建
設
の
闘
い
と
拠
点
建
設
ー
ゼ
ネ

ス
ト
を
一
体
的
に
推
進
し
、
帝
国
主
義

軍
隊
を
ゼ
ネ
・
ス
ト
で
包
囲
し
、
激
突

を
経
な
が
ら
兵
士
の
意
思
を
く
じ
き
兵

士
を
労
働
者
階
級
人
民
の
闘
い
に
結
合

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
労
働
者
階
級
と

兵
士
が
階
級
的
に
団
結
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
武
装
蜂
起
は
暴
力
革
命
と
し
て
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独

裁
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

17
年
２
月
革
命
の
特
徴
は
、
軍
隊
が

蜂
起
し
た
労
働
者
の
側
に
、
同
盟
軍
と

し
て
大
量
の
兵
士
が
個
々
に
、
ま
た
部

隊
ご
と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
革
命
の
勝
利
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
と
兵
士
大
衆
と
い
う
二
つ
の
武
装
勢

力
が
結
合
し
、
そ
の
結
果
、
ツ
ア
ー
リ

ズ
ム
を
打
倒
し
た
。
こ
れ
は
、
１
９
０

５
～
７
年
革
命
の
主
要
な
ひ
と
つ
の
弱

点
、
つ
ま
り
、
当
時
の
労
働
者
と
軍
隊
・

兵
士
の
圧
倒
的
多
数
が
、
ま
だ
、
バ
リ

ケ
ー
ド
を
隔
て
な
が
ら
流
血
の
対
峙
を

し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
、
ボ
リ
シ
ェ

ビ
ィ
キ
党
の
職
場
権
力
の
奪
取
と
軍
隊

工
作
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
、
労
働
者
と

兵
士
が
団
結
し
、
敵
支
配
階
級
に
向
け

て
と
も
に
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

17
年
２
～
３
月
蜂
起
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
ロ
シ
ア
第
一
次

革
命
の
時
期
と
同
様
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
で
あ
り
、
革
命
の
出
発
点
に
な
っ
た

の
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
労
働
者
の
政
治

的
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
決
起
で
あ
る
。
後
に

こ
の
決
起
に
各
部
隊
が
結
合
し
て
い
っ

た
。
１
９
１
７
年
初
頭
、
ロ
シ
ア
全
土

が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
注
目
し
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
全
ロ
シ
ア
の
革
命
運
動
が

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
闘
い
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
、
兵
士
が
革
命
の
側
に
移
行
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
軍
隊
が
支
配
階
級

の
「
暴
力
装
置
」
と
し
て
反
革
命
的
行

動
を
開
始
す
る
の
か
、
ま
さ
に
革
命
の

成
否
が
兵
士
の
立
場
に
規
定
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ィ
キ
の
軍
隊
工

作
の
成
果
が
、
こ
の
２
月
革
命
の
な
か

に
見
事
に
現
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
武

器
を
持
た
な
い

40
万
人
の
労
働
者
が
、

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
郊
外
に
配
置
さ
れ
た

26
万
人
の
兵
士
の
う
ち
の

20
万
人
と
と

も
に
、
肩
を
並
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

17
年
ロ
シ
ア
革
命
の
勝
利
は
、
す
で
に
、

こ
の
時
点
で
決
し
て
い
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
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